
長
野

・
際
生
代
ｕ
退
誅
盈
付

（北
陸
新
幹
線
関
係
）

１
　
所
在
地
　
　
　
長
野
県
更
埴
市
屋
代

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年
度
調
査
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
１

一

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
帥
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
澤
谷
昌
英

・
寺
内
貴
美
子

。
鳥
羽
英
継

・
百
瀬
長
秀
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
水
田
跡

・
畠
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
、
古
墳
時
代
中
―
後
期
、
古
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

屋
代
遺
跡
群
は
、
長
野
盆
地
南
端
部
更
埴
市
屋
代
か
ら
雨
宮
地
籍
に
か
け
て

の
千
曲
川
右
岸
の
自
然
堤
防
上

に
広
が
る
遺
跡
の
総
称
で
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
北
陸
新
幹
線
関

係
の
調
査
区
は
、
「
屋
代
木
簡
」

（本
誌
第

一
人
号
）
が
出
土
し

た
高
速
道
路
地
点
の
西
側
約
人

効

八
〇
ｍ
に
位
置
し
、　
一
九
九
三

長

年
度
か
ら
三
ヵ
年
で
入
二
九

〇
ド
の
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

特
に
四
つ
の
検
出
面
が
重
層
す
る
北
側
の
調
査
区

全
↑

七
区
）
で
は
、
古

墳
時
代
後
―
末
期
の
竪
穴
住
居

一
七
軒

・
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
人
―
九
世
紀
の

竪
穴
住
居
五
七
軒

・
掘
立
柱
建
物
五
棟
、
水
田

・
畠
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
木

簡
は
こ
の
う
ち
六
ｅ
区
か
ら
出
土
し
た
。

出
土
し
た
木
簡
は

一
点
で
、
第
四
検
出
面
で
検
出
さ
れ
た
掘
形
径
二

・
七
ｍ

深
さ
二

・
五
ｍ
の
井
戸

（Ｓ
Ｅ
六
〇
〇

こ

に
残
存
し
て
い
た
、
七
点
の
木
枠

材
の
う
ち
の

一
点
に
転
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
井
戸
は
七
世
紀
後
半
の
住
居
を

切
り
、
平
安
時
代
の
水
田
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
七
世
紀
後
半
―
九
世
紀
半
ば
の

時
間
幅
の
中
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
六
区
で
は
、
墨
書
土
器
四
七
点
が
集

中
出
土
し
て
お
り
、
特
に

「夫
」
字
の
も
の
が
二
人
点
に
上
り
、
注
目
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔
酵
〕

ω

　

「
口
□
剛
　
　
　
□
□
□
」
　

　

　

　

　

　

　

伽∞受
∽衰
］
目

木
簡
裏
面
は
劉
ぎ
取
り
無
調
整
。
表
面
は
井
戸
枠
に
転
用
さ
れ
て
い
た
た
め

か
、
風
化
に
よ
っ
て
調
整
法
は
不
明
で
あ
る
。
文
字
は
左
側
に
寄
っ
て
六
文
字

確
認
で
き
る
。
樹
種
は
サ
ワ
ラ
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

側
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『北
陸
新
幹
線
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報

告
圭
星
一　
更
埴
条
里
遺
跡

・
屋
代
遺
跡
群
』
盆

九
九
八
年
）
　

（水
沢
教
子
）




